
京都今宮祭における鉾町の形成過程

著者 内田 みや子
雑誌名 関西大学博物館紀要
巻 19
ページ 101-122
発行年 2013-03-31
URL http://hdl.handle.net/10112/8246



一
〇
一

京
都
今
宮
祭
に
お
け
る
鉾
町
の
形
成
過
程

内
　
田
　
み
や
子

は
じ
め
に

　
京
都
市
内
で
は
、
神
輿
が
町
内
を
巡
る
祭
礼
が
四
月
か
ら
五
月
に
集
中
し
て
行
わ

れ
る
。
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
る
祭
礼
の
多
く
に
は
「
剣
鉾
（
け
ん
ぼ
こ
）」
と
呼
ば
れ

る
祭
具
が
登
場
し
、
渡
御
列
の
先
頭
を
行
く
の
が
見
ら
れ
る
。
剣
鉾
は
、
長
さ
約
十

メ
ー
ト
ル
の
棹
の
先
端
に
剣
先
と
呼
ば
れ
る
剣
形
に
象
っ
た
真
鍮
製
の
薄
い
板
を
頂

く
大
型
の
槍
ま
た
は
鉾
の
よ
う
な
形
状
を
し
て
い
る
。
剣
先
は
、
松
や
菊
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
飾
り
金
具
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
、「
吹
散
（
ふ
き
ち
り
）」
と
い
う
幟
状

の
布
と
「
鈴
（
り
ん
）」
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
鐘
が
、棹
の
先
端
あ
た
り
か
ら
垂
ら
さ

れ
る
。
こ
れ
を
差
し
手
が
ひ
と
り
で
腰
の
革
ベ
ル
ト
で
固
定
し
、
垂
直
に
立
て
た
状

態
で
移
動
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
差
し
手
が
歩
く
た
び
に
剣
先
が
揺
れ
、
鈴
が
棹
に

当
た
っ
て
涼
や
か
な
音
色
を
響
か
せ
る
。
現
在
で
は
差
し
手
の
不
足
も
あ
り
、
剣
鉾

を
水
平
に
寝
か
し
て
四
〜
五
人
で
担
い
渡
御
列
に
加
わ
る
場
合
が
多
い
。（
写
真
1
）

　
こ
れ
ま
で
京
都
の
祭
礼
研
究
と
い
え
ば
祇
園
祭
と
そ
の
山
鉾
に
関
心
が
集
中
し
、

多
く
の
研
究
成
果
が
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
以
外
の
神
社
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
が

な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
特
に
剣
鉾
が
登
場
す
る
祭
礼
に
つ
い
て
は
、
祇
園
祭
の
山

鉾
と
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
区
域
で
鉾
町
が
形
成
さ
れ
、
祭
り
の
伝
統
を
現
在
に

ま
で
伝
え
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
実
態
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
研

究
で
は
、
現
在
で
も
剣
鉾
が
登
場
し
て
い
る
今
宮
神
社
の
今
宮
祭
に
焦
点
を
あ
て
、

祭
り
の
現
在
の
様
子
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
中
世
か
ら
近
世
の
史
料
を
用
い
て
今

宮
祭
の
変
遷
と
、
鉾
町
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
考
察
す
る
。

一
、
現
在
の
今
宮
祭
と
剣
鉾
・
鉾
町①

　
現
在
、
今
宮
祭
に
は
九
町
か
ら
各
一
本
ず
つ
剣
鉾
（
以
下
、
鉾
と
す
る
）
が
出
さ

れ
る
。
戦
後
数
年
ま
で
は
十
二
町
か
ら
鉾
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
住
人
の
高
齢
化
や

写真 1　鉾差し（嵯峨祭）



一
〇
二

町
全
体
が
新
興
住
宅
街
に
様
変
わ
り
し
、
祭
り
に
参
加
す
る
人
が
減
っ
た
な
ど
の
諸

事
情
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
上
善
寺
町
（
沢
瀉
鉾
）、
芝
大
宮
町
（
蓮
鉾
）、
観
世
町

（
蝶
鉾
）
の
三
町
は
渡
御
に
鉾
を
出
す
こ
と
を
止
め
て
い
る
。
ま
た
戦
前
は
神
幸
祭
、

還
幸
祭
の
両
日
と
も
に
鉾
を
出
し
て
い
た
が
、
次
第
に
祭
へ
の
参
加
方
法
が
簡
略
化

さ
れ
、
東
千
本
町
（
扇
鉾
）、
歓
喜
町
（
松
鉾
）
の
ニ
町
を
除
く
七
町
は
、
神
幸
祭
、

還
幸
祭
い
ず
れ
か
一
日
だ
け
鉾
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る②
。（
表
1
）

（
一
）　
神
幸
祭

　
五
月
五
日
は
今
宮
祭
の
神
幸
祭
で
あ
る
。
神
幸
祭
に
鉾
を
出
す
町
で
は
、
早
い
町

で
前
日
よ
り
組
み
立
て
な
ど
の
準
備
が
始
ま
る
。
東
千
本
町
（
扇
鉾
）、
西
千
本
町

（
菊
鉾
）、
歓
喜
町
（
松
鉾
）、
作
庵
町
（
柏
鉾
）、
花
車
町
（
枇
杷
鉾
）、
牡
丹
鉾
町

（
牡
丹
鉾
）
が
こ
れ
に
当
た
る
。
町
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、大

筋
で
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
西
千
本
町
（
菊
鉾
）
を
例
と
し
て
見
て
い
く
。

　
西
千
本
町
は
大
宮
通
か
ら
寺
ノ
内
通
を
西
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
十
五
軒
程

度
か
ら
成
る
小
さ
な
町
で
、
東
千
本
町
と
歓
喜
町
と
隣
接
し
て
い
る
。（
地
図
1
）

　
西
千
本
町
の
鉾
は
二
本
あ
り
、
剣
先
の
中
子
に
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）
の

銘
が
あ
る
鉾
を
二
〇
〇
九
年
に
全
面
修
復
し
使
用
し
て
い
る
。
も
う
一
本
は
明
治
八

年
（
一
八
七
五
年
）
の
銘
が
見
ら
れ
、
現
在
は
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
て
保
管
さ
れ

て
い
る
。「
菊
鉾
」
の
名
の
通
り
、
鉾
の
剣
先
を
彩
る
錺
は
、
立
体
的
に
形
作
ら
れ
た

枝
菊
で
、
こ
れ
が
雲
形
の
中
央
に
三
日
月
を
配
し
た
受
け
金
の
周
囲
を
飾
っ
て
い
る
。

基
本
的
に
こ
の
錺
は
真
鍮
製
で
あ
る
。
長
柄
は
漆
塗
り
で
、
菊
花
の
錺
が
全
体
に
散

ら
す
よ
う
に
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
非
常
に
美
し
い
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。（
写
真

2
）

鉾の名称
および町名

町のうごき
特記事項

5/4 5/5（神幸祭） 5/5～14 5/15（還幸祭）

東千本町（扇鉾） 組立 渡御参加 居祭 渡御参加 くじとらず・神輿のすぐ前

西千本町（菊鉾） ̶ 組立・渡御参加 居祭 居祭

歓喜町（松鉾） 組立 渡御参加 居祭 渡御参加 くじとらず・渡御列の先頭

作庵町（柏鉾） 組立 渡御参加 ̶ ̶

花車町（枇杷鉾） 組立 渡御参加 居祭 居祭

牡丹鉾町（牡丹鉾） 組立 渡御参加 居祭 居祭

西五辻東町（龍鉾） ̶ 組立 居祭 組立
渡御参加

上善寺町（沢瀉鉾） ̶ ̶ ̶ ̶ 現在、祭礼には参加していない

五桜町（剣鉾） ̶ ̶ 組立・居祭 渡御参加

東石屋町（葵鉾） ̶ ̶ ̶ 組立
渡御参加

現在、町としては祭礼には参加
していないが、同志社大学の有
志により出鉾されている。

芝大宮町（蓮鉾） ̶ ̶ ̶ 組立・居祭 渡御には参加していないが、町
内で居祭は行われている。

観世町（蝶鉾） ̶ ̶ ̶ ̶ 現在、祭礼には参加していない

表 1　今宮祭における鉾町と祭りへの参加状況（2011年）
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〇
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地図 1　今宮神社の氏子区域と鉾町

　
五
月
五
日
、
午
前
八
時
、
男
性
を
中
心
と
し
た
町
の
人
々
が
鉾
の
部
品
を
持
ち
寄

る
。
火
災
な
ど
で
鉾
が
損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
町
内
を
一
組
あ
た

り
三
〜
四
軒
の
四
組
に
分
け
鉾
の
部
品
を
分
割
し
て
保
管
し
て
い
る
。
人
手
が
揃
う

と
、
町
会
長
宅
前
で
鉾
を
組
み
立
て
始
め
る
。
剣
先
と
錺
の
部
分
か
ら
組
み
立
て
始

め
長
柄
に
結
合
さ
せ
る
。
部
品
は
す
べ
て
差
し
込
み
式
に
な
っ
て
お
り
、
各
部
品
を

確
実
に
組
ん
で
行
か
な
い
と
完
成
し
な
い
。
最
後
に
剣
先
、
錺
、
長
柄
の
結
合
を
補

強
す
る
た
め
の
ロ
ー
プ
を
か
け
る
。
こ
の
ロ
ー
プ
は
各
部
品
を
し
っ
か
り
固
定
し
つ

つ
、
見
た
目
に
美
し
く
結
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
熟
練
の
技
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
鉾
の
組
み
立
て
は
自
ず
と
担
当
者
が
決
ま
っ
て
お
り
、
毎

年
そ
の
人
た
ち
を
中
心
に
作
業
が
進
め
ら
れ
る
。
約
二
時
間
ほ
ど
で
鉾
の
組
み
立
て

が
完
了
す
る
。（
写
真
3
）

写真 2　西千本町・菊鉾

　
並
行
し
て
居
祭
り
の
飾
り
つ
け
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
年
の
当
番
に
当
た
っ

た
家
で
は
、
通
り
に
面
し
た
部
屋
に
飾
り
が
設
置
さ
れ
る
。
通
り
に
面
し
た

窓
に
幔
幕
が
飾
ら
れ
、
一
目
で
居
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

部
屋
を
入
っ
て
正
面
に
「
今
宮
大
神
宮
」
と
書
か
れ
た
軸
と
、
明
治
三
年
に

下
さ
れ
た
菊
紋
入
り
の
祭
具
使
用
を
認
め
る
明
治
新
政
府
か
ら
の
書
面
を
表

装
し
た
軸
が
掛
け
ら
れ
る
。
そ
の
左
右
に
「
吹
散
（
ふ
き
ち
り
）」
と
呼
ば
れ

る
巾
約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
丈
約
六
メ
ー
ト
ル
の
長
細
い
布
が
掛
け
ら

れ
る
。
二
つ
あ
る
の
は
新
旧
併
せ
て
飾
っ
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
吹
散

は
鉾
を
差
す
際
、
長
柄
の
上
端
部
に
あ
る
金
具
に
掛
け
て
幟
の
よ
う
に
垂
ら

し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
の
鉾
町
の
吹
散
も
、
こ
の
祭
り
が
西
陣
の

祭
り
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
凝
っ
た
織
り
や
刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
る
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。
西
千
本
町
の
吹
散
は
、
紫
地
に
金
糸
で
十
六
弁
の
菊
紋



一
〇
四

が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。（
写
真
4
、
5
）

　
軸
と
吹
散
の
前
に
は
二
段
の
祭
壇
が
組
ま
れ
、
上
段
中
央
に
神
社
か
ら
頂
い
た
御

幣
を
飾
り
、
そ
の
左
右
に
御
神
酒
、
赤
飯
、
昆
布
、
す
る
め
、
大
根
な
ど
が
三
方
に

の
せ
て
配
置
さ
れ
る
。
下
段
に
は
榊
と
紅
白
餅
、
小
皿
に
乗
せ
た
洗
い
米
と
塩
が
供

え
ら
れ
る
。
か
つ
て
渡
御
に
供
奉
す
る
ま
で
、
鉾
を
居
祭
で
祀
っ
て
い
た
名
残
と
思

わ
れ
る
木
製
の
台
が
祭
壇
の
脇
に
置
か
れ
る
。
居
祭
は
還
幸
祭
終
了
ま
で
行
わ
れ
る
。

　
午
前
十
時
半
、
鉾
の
組
み
立
て
と
居
祭
の
準
備
が
完
了
す
る
と
、
鉾
と
と
も
に
神

輿
に
供
奉
す
る
者
は
裃
と
袴
に
着
替
え
る
た
め
に
一
旦
自
宅
へ
戻
る
。
そ
の
後
、
再

集
合
し
町
会
長
宅
に
て
昼
食
を
と
る
。

　
正
午
、
神
社
に
向
け
て
出
発
す
る
。「
菊
鉾
」
と
書
か
れ
た
高
張
提
灯
を
先
頭
に
、

裃
・
袴
に
菅
笠
姿
の
町
会
長
を
先
頭
に
、
町
の
人
々
が
行
く
。
そ
の
後
を
水
平
に
し

た
鉾
を
肩
に
担
ぐ
者
、
赤
い
ビ
ロ
ー
ド
地
に
金
の
菊
紋
が
入
っ
た
カ
バ
ー
を
被
せ
た

剣
先
の
箱
と
吹
散
の
箱
を
持
つ
者
が
続
く（
写
真
6
）。
現
在
で
は
高
張
提
灯
や
鉾
な

ど
を
担
う
の
を
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
依
頼
し
て
い
る
。
神
社
に
到
着
す
る
と
、
南
門

か
ら
境
内
に
入
り
本
殿
前
ま
で
直
行
す
る
。
本
殿
に
向
か
い
合
う
よ
う
に
鉾
を
立
て

か
け
る
台
が
あ
り
、
こ
こ
に
一
旦
鉾
を
立
て
か
け
て
吹
散
を
装
着
す
る
。
鉾
の
準
備

が
整
う
と
神
職
が
鉾
に
祈
禱
を
捧
げ
、
一
同
は
そ
の
後
方
で
低
頭
し
て
控
え
る
。
そ

の
後
、
神
職
は
一
同
に
対
し
て
修
祓
を
行
う
（
写
真
7
）。
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ

に
鉾
か
ら
吹
散
を
外
し
箱
に
し
ま
う
。
そ
し
て
町
会
長
か
ら
注
意
事
項
な
ど
の
伝
達

を
し
た
後
、
速
や
か
に
神
社
を
あ
と
に
し
て
、
千
本
通
へ
向
か
う
。
千
本
通
り
沿
い

の
歩
道
で
、
他
の
鉾
町
と
一
緒
に
、
先
に
神
社
を
出
発
し
、
鷹
峯
方
面
へ
巡
行
し
て

い
る
神
輿
が
下
っ
て
く
る
の
を
待
つ
。

　
午
後
一
時
半
頃
、神
輿
が
合
流
す
る
と
渡
御
が
ス
タ
ー
ト
す
る
（
写
真
8
）。
渡
御

列
は③
、
車
太
鼓
、
社
名
旗
、
神
職
、
鉾
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
鉾
町
間
の
順

番
も
決
ま
っ
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
は
松
鉾
、
枇
杷
鉾
、
牡
丹
鉾
、
柏
鉾
、
菊
鉾
、
扇

鉾
の
順
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
松
鉾
と
扇
鉾
は
毎
年
順
番
が
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
町
は
く
じ
引
き
で
順
番
を
決
め
る
。
鉾
の
後
に
は
八
乙
女
や
獅
子
、
神
輿
が
連

な
る
。
鉾
は
必
ず
神
輿
よ
り
先
に
行
く
と
さ
れ
て
い
る
。
神
幸
祭
で
は
千
本
通
、
北

大
路
、
寺
之
内
通
、
大
宮
通
な
ど
を
経
て
御
旅
所
へ
至
る
ま
で
、
氏
子
範
囲
の
お
お

よ
そ
北
半
分
を
廻
る
巡
行
路
を
行
く
（
地
図
2
）。
但
し
、鉾
だ
け
は
御
旅
所
ま
で
行

か
ず
に
、
巡
行
の
途
中
で
各
町
へ
と
引
き
上
げ
る
。
西
千
本
町
で
は
町
に
戻
り
次
第

鉾
の
解
体
を
始
め
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
足
洗
と
称
し
て
近
隣
の
飲
食
店
で
宴
席
が
設

け
ら
れ
る
。

　
十
六
時
ご
ろ
、
よ
う
や
く
渡
御
列
は
御
旅
所④
に
到
着
し
、
神
輿
宿
り
に
神
輿
が
安

置
さ
れ
る
。
神
輿
は
還
幸
祭
ま
で
の
約
十
日
間
、
御
旅
所
に
安
置
さ
れ
る
。
そ
の
間
、

湯
立
祭
（
五
月
第
二
土
曜
ま
た
は
日
曜
日
）
が
行
わ
れ
る
。

（
二
）　
還
幸
祭

　
現
在
で
は
五
月
十
五
日
に
近
い
日
曜
日
が
還
幸
祭
に
当
て
ら
れ
る
。
二
〇
一
一
年

の
場
合
は
五
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。
神
幸
祭
同
様
、
前
日
ま
た
は
祭
り
当
日
に
鉾
の

組
み
立
て
な
ど
準
備
が
始
ま
る
。
東
千
本
町
（
扇
鉾
）、
歓
喜
町
（
松
鉾
）、
五
桜
町

（
剣
鉾
）、
東
石
屋
町
（
葵
鉾⑤
）、
西
五
辻
東
町
（
龍
鉾
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
準
備
の

よ
う
す
は
前
述
し
た
西
千
本
町
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
省
略
す
る
。

　
正
午
、
昼
食
や
着
替
え
な
ど
を
済
ま
せ
た
町
の
人
々
が
鉾
の
も
と
へ
再
集
合
し
、

各
町
か
ら
鉾
が
出
発
す
る
。
御
旅
所
に
は
行
か
ず
、
大
宮
通
寺
之
内
あ
た
り
に
て
車

太
鼓
を
先
頭
に
、
列
を
成
し
て
待
機
す
る
。
そ
の
間
、
各
鉾
ご
と
に
神
職
よ
り
修
祓
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写真 6　今宮神社へ向けて出発

写真 8　巡行へ出発

写真　今宮祭（神幸祭）のようす（西千本町）
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一
〇
八

を
受
け
る
。
鉾
の
順
番
は
、
歓
喜
町
（
松
鉾
）、
五
桜
町
（
剣
鉾
）、
東
石
屋
町
（
葵

鉾
）、
西
五
辻
東
町
（
龍
鉾
）、
東
千
本
町
（
扇
鉾
）
で
あ
る
。

　
午
後
一
時
半
、
神
輿
が
御
旅
所
を
発
つ
と
、
列
の
先
頭
で
待
機
す
る
車
太
鼓
に
連

絡
が
入
り
、
渡
御
列
は
進
み
始
め
る
。
渡
御
列
に
つ
い
て
は
神
幸
祭
と
同
じ
構
成
で

あ
る
が
巡
行
路
は
大
き
く
異
な
る
。
還
幸
祭
で
は
御
旅
所
を
出
発
し
、
大
宮
通
、
小

川
通
、
黒
門
通
、
下
立
売
通
、
千
本
通
を
経
て
、
再
び
大
宮
通
に
至
り
、
今
宮
神
社

に
戻
る
巡
行
路
を
行
く
。
氏
子
範
囲
の
お
お
よ
そ
北
半
分
を
廻
る
こ
と
に
な
る
。（
地

図
3
）

　
午
後
四
時
、
鉾
が
再
び
大
宮
通
に
戻
っ
て
く
る
。
鉾
に
つ
い
て
は
特
に
儀
式
も
な

く
、
各
町
へ
向
け
て
帰
っ
て
行
き
、
町
に
着
く
と
解
体
作
業
が
行
わ
れ
る
。
東
千
本

町
（
扇
鉾
）
に
つ
い
て
は
町
の
端
か
ら
端
を
一
巡
し
て
か
ら
解
体
を
行
う
。
鉾
と
神

輿
を
除
く
そ
の
他
の
も
の
は
、
大
宮
通
を
そ
の
ま
ま
北
上
し
神
社
へ
戻
る
。

　
午
後
六
時
、
神
輿
が
大
宮
通
に
到
着
、
そ
こ
か
ら
五
辻
通
を
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
一
式
町
に
て
御
供
所
神
事
が
行
わ
れ
る
。「
御
供
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
通
り
に
面
し
た
Ｈ
氏
宅
前
を
そ
の
場
所

と
し
て
い
る
。
御
供
所
神
事
は
、
神
職
が
神
輿
に
対
し
て
修
祓
、
献

を
行
い
、
氏

子
に
よ
る
玉
串
奉
奠
の
後
、
撤

と
い
う
一
般
的
な
神
事
の
流
れ
で
行
わ
れ
る
。
神

事
が
終
了
す
る
と
神
輿
は
再
び
大
宮
通
へ
出
て
、
北
上
、
北
山
通
ま
で
巡
行
し
た
後
、

神
社
へ
戻
る
。

二
、
江
戸
時
代
の
今
宮
祭

　
今
宮
祭
の
運
営
は
、
鉾
を
供
奉
す
る
十
二
の
「
鉾
町
」、
そ
の
鉾
町
を
補
助
す
る

「
寄
町
」、
祭
礼
全
体
を
取
り
し
き
る
「
行
事
町
」
の
三
者
が
行
っ
て
い
た
。
鉾
町
は

現
在
と
同
じ
十
二
の
町
、
寄
町
は
十
二
の
鉾
町
の
う
ち
東
千
本
町
（
扇
鉾
）、
花
車
町

（
枇
杷
鉾
）、
観
世
北
町
（
現
・
観
世
町
・
蝶
鉾
）、
東
石
屋
町
（
葵
鉾
）
だ
け
に
付
随

し
て
お
り
、
東
千
本
町
の
寄
町
で
あ
る
堅
社
南
半
町
以
外
は
鉾
町
に
隣
接
し
て
い
る
。

行
事
町
は
北
は
現
在
の
北
区
と
上
京
区
を
隔
て
る
鞍
馬
口
通
、
南
は
一
条
通
、
東
は

堀
川
通
、
西
は
七
本
松
通
に
囲
ま
れ
た
町
々
が
輪
番
で
勤
め
た
。
現
在
は
寄
町
や
行

事
町
の
制
度
は
無
く
な
り
、
明
治
時
代
に
制
定
さ
れ
た
学
区
を
単
位
と
し
た
組
織
に

よ
っ
て
祭
り
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る⑥
。

　
今
宮
祭
の
鉾
町
に
は
、
い
く
つ
か
近
世
期
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
が
東
千
本
町
（
扇
鉾
）
に
伝
わ
る
『
神
事
記
録
帳
』
で
あ
る⑦
。
同
町
の
年
寄

に
よ
っ
て
文
化
十
四
年
（
一
八
一
四
年
）
か
ら
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
年
）
ま
で

の
町
内
に
お
け
る
祭
礼
関
係
の
出
来
事
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
記
録
が
始
め

ら
れ
た
の
は
文
化
十
四
年
か
ら
で
あ
る
が
、
当
時
の
筆
者
に
よ
っ
て
分
散
し
て
い
た

そ
れ
以
前
の
記
録
も
収
録
さ
れ
た
た
め
、
実
際
に
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
年
）
か

ら
の
記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
文
化
七
年（
一
八
一
〇
年
）の
記
事
は
、そ

の
年
の
今
宮
祭
の
準
備
物
や
し
き
た
り
、
作
法
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

も
と
に
江
戸
時
代
の
今
宮
祭
と
鉾
町
の
よ
う
す
を
見
て
い
き
た
い
。

　
四
月
二
十
九
日
に
「
御
鉾
祭
り
初
め
」
と
し
、
岡
崎
村
か
ら
鉾
差
し
を
呼
ん
で
鉾

を
組
み
立
て
る
。
鉾
を
地
面
に
対
し
て
垂
直
に
立
て
て
巡
行
す
る
こ
と
を
「
鉾
を
差

す
」
と
表
現
す
る
が
、
こ
れ
が
非
常
に
難
し
い
動
作
で
あ
る
た
め
専
門
の
技
術
を
持

っ
た
「
鉾
差
し
」
に
依
頼
し
て
い
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
、
昭
和
三
〇
年
代
ま

で
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
今
宮
祭
に
呼
ぶ
鉾
差
し
は
岡
崎
村
に
限

定
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
東
山
の
造
園
業
ま
た
は
農
家
な
ど
、
力
仕
事



一
〇
九

の
従
事
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
鉾
差
し
に
対
す
る
花
代

は
も
ち
ろ
ん
、
衣
装
や
食
事
、
入
浴
の
世
話
ま
で
町
内
で
行
っ
て
い
た
。
鉾
が
組
み

上
が
る
と
町
内
周
辺
を
巡
行
す
る
。
東
千
本
町
を
中
心
に
、
四
方
に
隣
接
す
る
町
を

巡
る
よ
う
な
巡
行
路
を
と
る
。
巡
行
路
に
あ
た
る
町
々
で
は
通
路
を
清
め
る
な
ど
鉾

を
迎
え
る
準
備
を
す
る
。
現
在
、
鉾
差
し
の
廃
止
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
儀
礼
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。

　
祭
り
の
前
日
で
あ
る
五
月
六
日
は
、
早
朝
よ
り
当
屋
に
て
留
守
鉾
を
飾
る
。
そ
の

後
、昼
前
に
「
あ
し
あ
ら
い
」
と
称
し
て
食
事
を
と
る
。
正
九
ツ
時
（
正
午
）
に
「
町

汁
（
ま
ち
じ
ゅ
う
）」
と
呼
ば
れ
る
町
会
が
行
わ
れ
、祭
り
当
日
の
打
合
せ
な
ど
が
行

わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
八
ツ
半
時
分
（
午
後
三
時
頃
）、行
事
町
が
年
寄
宅
と
鉾
元
宅

に
「
宵
廻
り
」
と
称
し
た
挨
拶
に
訪
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
を
請
け
る
。「
鉾

元
」
と
は
鉾
町
に
お
け
る
当
屋
の
こ
と
で
あ
る
。
町
の
責
任
者
で
あ
る
年
寄
と
鉾
元

は
祭
り
の
な
か
で
尊
重
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
祭
り
を
と
り
し
き
る
行
事
町
と
の
関

係
も
密
接
で
あ
っ
た
。
町
会
ま
で
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
宵
廻
り
」
は
行
わ

れ
て
お
ら
ず
「
鉾
元
」
な
ど
の
役
割
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　
神
幸
祭
で
あ
る
五
月
七
日
は
、
早
朝
、
歓
喜
寺
町
（
現
・
歓
喜
町
）
よ
り
「
御
鉾

さ
し
こ
み
ま
し
た
」
と
案
内
が
来
る
と
千
本
鉾
八
本
同
道
し
て
神
社
へ
向
か
い
神
前

で
勧
請
を
請
け
る
。
そ
の
際
、
今
宮
神
社
門
前
に
あ
る
あ
ぶ
り
餅
屋
で
、
予
め
注
文

し
て
い
た
あ
ぶ
り
餅
を
受
け
取
り
、
お
旅
所
の
鉾
掛
け
の
宿
へ
挨
拶
と
共
に
届
け
る
。

鉾
掛
け
の
宿
と
は
、
御
旅
所
で
御
輿
の
到
着
を
待
つ
間
、
鉾
を
立
て
掛
け
さ
せ
て
も

ら
う
家
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
毎
年
家
が
決
ま
っ
て
い
た
。
昼
頃
、
行
事
町
が
「
大
廻

り
」
に
訪
れ
る
の
で
「
宵
廻
り
」
同
様
、こ
れ
を
請
け
る
。
こ
う
し
て
い
る
間
に
、七

度
半
の
使
い
が
来
る
の
で
こ
れ
を
請
け
、
終
わ
る
と
千
本
通
沿
い
の
鉾
町
か
ら
鉾
が

御
旅
所
へ
向
け
て
出
発
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
歓
喜
寺
町
か
ら
「
御
鉾
さ
し
こ
み
ま

し
た
」
と
案
内
が
来
る
と
扇
鉾
、
松
鉾
、
菊
鉾
も
合
流
し
、
千
本
鉾
八
本
同
道
し
て

御
旅
所
へ
向
か
う
。
御
旅
所
に
到
着
す
る
と
、
御
輿
の
到
着
ま
で
前
述
の
鉾
掛
け
の

宿
で
待
機
す
る
。
や
が
て
御
輿
が
野
口
ま
で
到
着
し
、
今
宮
神
社
の
家
老
が
そ
の
旨

を
東
千
本
町
の
鉾
元
に
告
げ
る
と
、
扇
鉾
だ
け
が
御
旅
所
の
鳥
居
の
前
ま
で
移
動
し
、

西
向
き
に
野
口
の
御
輿
を
招
く
所
作
を
す
る
。
そ
れ
に
従
う
よ
う
に
三
基
の
御
輿
は

御
旅
所
に
入
る
。
御
輿
が
御
旅
所
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
今
度
、
扇
鉾
は
各
町
へ
向

け
て
招
く
所
作
を
し
、
こ
れ
を
合
図
に
十
二
本
の
鉾
は
各
町
へ
連
な
っ
て
帰
る
。
こ

の
当
時
、
神
幸
祭
の
渡
御
列
に
鉾
は
加
わ
ら
ず
、
御
旅
所
で
神
輿
を
迎
え
る
役
割
で

あ
っ
た
。
現
在
は
、
鉾
が
御
旅
所
で
神
輿
の
到
着
を
待
つ
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
、

渡
御
列
に
供
奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
鉾
は
必
ず
神
輿
の
前
を
行
く
も
の

と
言
わ
れ
、
渡
御
列
の
順
番
が
神
輿
の
前
に
な
っ
て
い
る
点
に
、
こ
の
「
鉾
が
神
輿

を
招
く
」、す
な
わ
ち
「
鉾
が
神
輿
の
先
達
を
す
る
」
と
い
う
所
作
の
名
残
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
祭
り
の
簡
略
化
が
進
み
、
鉾
は
御
旅
所
ま
で
神
輿
に
供
奉
せ

ず
、
そ
の
途
中
で
自
分
の
町
へ
通
じ
る
辻
に
差
し
か
か
る
と
各
町
へ
帰
っ
て
行
く
。

　
五
月
十
四
日
は
還
幸
祭
の
前
日
で
あ
り
、
神
幸
祭
の
時
と
同
様
に
午
後
四
時
頃
、

行
事
町
が
「
宵
廻
り
」
に
訪
れ
る
。
還
幸
祭
で
あ
る
五
月
十
五
日
も
、「
大
廻
り
」、七

度
半
の
使
い
な
ど
が
あ
り
、
御
旅
所
へ
向
か
う
ま
で
の
手
順
は
神
幸
祭
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
巡
行
は
御
旅
所
を
起
点
に
、「
只
今
御
輿
か
ら
み
ま
す
」
の
合
図
を
う
け
て

扇
鉾
が
御
旅
所
入
口
で
招
く
所
作
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
京
鉾
よ
り
順
に

巡
行
を
開
始
す
る
。
一
色
町
ま
で
供
奉
し
、
神
社
か
ら
の
お
供
え
に
御
幣
祓
い
を
し

て
町
へ
帰
る
。
現
在
で
は
神
幸
祭
と
同
様
、
鉾
は
一
色
町
に
は
同
行
せ
ず
、
自
分
の

町
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
先
行
研
究⑧
を
参
考
に
江
戸
時
代
の
巡
行
路
を
推
測
し
た
の
が
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地図 4　江戸時代の巡行路（還幸祭）
「近世の今宮祭と巡幸路」　村山弘太郎（2006）を参考に作成

千
本
鉾

東千本町（扇鉾）、西千本町（菊鉾）、
歓喜町（松鉾）、作庵町（柏鉾）、
花車町（枇杷鉾）、牡丹鉾町（牡丹鉾）、
上善寺町（沢瀉鉾）

京
　
鉾
五桜町（剣鉾）、東石屋町（葵鉾）、
芝大宮町（蓮鉾）、観世町（蝶鉾）

表 2　千本鉾と京鉾
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（
地
図
4
）
で
あ
る
。
現
在
よ
り
も
巡
行
す
る
範
囲
は
か
な
り
狭
い
。

　
還
幸
祭
の
翌
日
、
五
月
十
六
日
は
鉾
仕
舞
の
式
が
行
わ
れ
る
。
早
朝
か
ら
鉾
の
片

付
け
が
行
わ
れ
る
。
昼
過
ぎ
に
今
宮
神
社
へ
参
詣
し
、
お
千
度
を
執
り
行
い
無
事
に

終
わ
っ
た
事
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　
こ
の
史
料
か
ら
、
鉾
が
祭
り
に
お
い
て
い
か
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
も
顕
著
な
の
が
東
千
本
町
の
扇
鉾
の
存
在
で
あ
る
。
史
料

に
よ
る
と
十
二
本
の
鉾
は
千
本
鉾
八
本
、
京
鉾
四
本
に
区
別
さ
れ
て
い
た
（
表
2
）。

扇
鉾
を
筆
頭
と
す
る
千
本
鉾
は
、
行
事
町
の
「
宵
廻
り
」
や
「
大
廻
り
」
を
必
ず
京

鉾
よ
り
も
先
に
請
け
る
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
京
鉾
に
対
し
て
の
優
位
性
を
持
っ
て

い
た
。
こ
れ
は
扇
鉾
が
神
幸
祭
の
時
、
御
旅
所
に
到
着
し
た
神
輿
に
「
招
く
」
所
作

を
行
い
、
神
輿
は
こ
れ
に
よ
っ
て
御
旅
所
に
入
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う
、
神

幸
祭
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

三
、
今
宮
祭
に
お
け
る
鉾
町
に
つ
い
て
の
問
題
提
起

　
現
在
と
江
戸
時
代
の
今
宮
祭
と
鉾
町
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
て

い
る
の
か
が
説
明
で
き
な
い
点
が
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
十
二
の
鉾
町
を
、「
千
本
鉾
」
と
「
京
鉾
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
た

と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
千
本
鉾
は
由
緒
の
古
さ
を
理
由
に
京
鉾

に
対
し
て
優
位
性
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
調
査
時
に
各
町
の
古
老
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
在

で
も
千
本
鉾
に
属
す
る
扇
鉾
、
松
鉾
が
渡
御
列
に
お
け
る
順
番
が
す
で
に
決
ま
っ
て

お
り
、「
く
じ
と
ら
ず
」
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
る
点
に
そ
の
名
残
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
実
際
の
祭
り
を
見
て
み
る
と
、
京
鉾
に
属
す
る
町
が
位
置
す
る
大
宮
通

周
辺
に
は
祭
り
に
お
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
御
旅
所
や
御
供
所
が
集
中
し
て

お
り
、
神
輿
は
神
幸
祭
・
還
幸
祭
と
も
に
必
ず
大
宮
通
を
通
過
す
る
。
こ
れ
に
ひ
き

か
え
、
千
本
鉾
に
属
す
る
町
の
半
数
以
上
が
並
ぶ
千
本
通
は
、
神
幸
祭
の
時
だ
け
神

輿
の
巡
行
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
こ
と
を
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
、
千
本
通
り
は
巡
行

路
か
ら
全
く
外
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
祭
り
の
中
心
地
か
ら
遠
い
エ
リ
ア
に
あ
る
千

本
鉾
が
、
中
心
地
に
近
い
京
鉾
よ
り
も
優
位
性
が
高
い
と
い
う
、
つ
じ
つ
ま
が
合
わ

な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
今
宮
祭
か
ら
生
じ
た
疑
問
点
を
解
く
た
め
に
、
祭
り
の
変
遷
に
加
え
て
、
こ

の
地
域
が
持
つ
時
代
ご
と
の
社
会
的
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
次
の
章
か
ら
は

今
宮
祭
の
歴
史
的
変
遷
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

四
、
今
宮
祭
の
歴
史
的
変
遷

（
一
）　
船
岡
山
御
霊
会
か
ら
紫
野
今
宮
祭
へ
（
十
世
紀
〜
十
四
世
紀
）

　
今
宮
神
社
が
鎮
座
す
る
の
は
、
平
安
京
の
大
内
裏
の
北
辺
よ
り
北
上
す
る
こ
と
約

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
洛
北
七
野
の
う
ち
紫
野
と
呼
ば
れ
る
一
帯
で
あ
る
。
平
安
時
代

に
は
天
皇
家
直
轄
の
狩
猟
や
野
草
採
集
た
め
の
広
大
な
野
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
に
は
賀
茂
斎
王
を
迎
え
る
斎
院
御
所
が
設
け
ら
れ
た
り
、

今
宮
神
社
の
社
地
に
は
、
平
安
遷
都
以
前
よ
り
疫
病
を
鎮
め
る
疫
神
を
祀
っ
た
疫
社

が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
な
ど⑨
、
穢
れ
を
祓
い
清
め
る
場
と
し
て
の
機
能
を
持

っ
て
い
た
と
い
え
る
。
紫
野
の
西
に
隣
接
す
る
蓮
台
野
は
、
化
野
や
鳥
辺
野
と
同
様



一
一
二

に
葬
送
の
地
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
よ
り
一
層
強
調
し
た
。
そ
の
よ
う
な
地
域
特
性

を
持
つ
紫
野
で
、
疫
神
を
鎮
め
、
災
い
を
都
か
ら
祓
う
御
霊
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
正
暦
五
年
（
九
九
四
年
）、都
で
疫
病
が
流
行
し
多
く
の
死
者
が
出
た
。
こ
れ
を
鎮

め
る
た
め
朝
廷
は
船
岡
山
で
御
霊
会
を
行
っ
た
が
、そ
の
時
の
こ
と
が
『
本
朝
世
紀
』

に
記
述
さ
れ
て
い
る⑩
。

　
此
日
、
為
疫
神
被
修
御
霊
会
、
木
工
寮
・
修
理
職
造
御
輿
二
基
、
安
置
北
野

船
岡
上
、
先
屈
僧
侶
、
令
講
仁
王
経
、
城
中
之
怜
人
献
音
楽
、
会
集
之
男
女
不

知
幾
千
人
、
捧
幣
帛
者
、
老
少
満
街
衢
、
一
日
之
内
事
了
、
還
此
於
山
境
、
自

彼
還
放
難
波
海
云
々
、
此
事
非
公
家
之
定
、
都
人
蜂
起
勤
修
也

　
朝
廷
は
神
輿
二
基
を
造
り
船
岡
山
上
に
安
置
、
僧
た
ち
に
よ
っ
て
仁
王
経
を
唱
え

さ
せ
、
音
楽
を
奏
上
す
る
な
ど
し
た
。
こ
れ
に
は
都
中
か
ら
多
く
の
人
が
御
幣
を
捧

げ
集
ま
っ
た
た
め
、
町
は
人
で
溢
れ
た
。
御
霊
会
は
一
日
の
う
ち
で
終
わ
り
、
帰
り

に
は
難
波
の
海
に
厄
災
を
放
っ
た
と
い
う
。
こ
の
祭
り
は
公
家
の
も
の
で
は
な
く
、

庶
民
が
発
起
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
正
暦
五
年
の
船
岡
山
で
の
御
霊
会
か
ら
五
年
後
、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
年
）、
再

び
都
を
天
災
や
疫
病
を
襲
う
。
そ
れ
を
受
け
て
翌
年
の
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
年
）

に
紫
野
で
御
霊
会
が
行
わ
れ
た
。『
本
朝
世
紀
』
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
年
）
五
月
九

日
条
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
於
紫
野
祭
疫
神
、
号
御
霊
会
、
依
天
下
疾
病
也
、
是
日
以
前
、
神
殿
三
宇
、
瑞

垣
等
、
木
工
寮
・
修
理
職
所
造
也
、
又
御
輿
内
匠
寮
造
之
、
京
中
上
下
多
以
集

会
社
、
号
之
令
今
宮

　
朝
廷
は
船
岡
山
で
は
な
く
、
紫
野
に
「
神
殿
三
宇
、
瑞
垣
等
」、
つ
ま
り
社
殿
を
建

造
し
、そ
こ
で
御
霊
会
を
行
っ
た
。
御
霊
会
に
集
ま
っ
た
人
々
は
こ
の
社
を
「
今
宮
」

と
呼
ん
だ
と
あ
る
。「
今
宮
」
と
は
新
し
く
祭
っ
た
神
社
と
い
う
意
味
で
、前
述
し
た

古
く
か
ら
こ
の
地
で
祀
ら
れ
て
い
た
疫
社
に
対
す
る
呼
び
名
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
時
に
今
宮
神
社
が
創
建
さ
れ
、こ
こ
で
行
わ
れ
る
御
霊
会
は
祇
園
社
や「
紫

野
御
霊
会
」
と
人
々
に
呼
ば
れ
た
。
や
が
て
「
紫
野
今
宮
祭
」
と
い
う
呼
称
が
一
般

化
す
る⑪
。

　
こ
れ
以
降
の
史
料
を
見
る
と
、
紫
野
御
霊
会
は
神
泉
苑
や
祇
園
社
の
御
霊
会
の
よ

う
に
恒
例
化
せ
ず
、
都
に
大
き
な
災
い
事
が
起
き
る
度
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
史
料
が
『
日
本
紀
略
』
で
、
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
か
ら

長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
年
）
の
間
、
三
〜
八
年
ご
と
に
文
献
上
に
確
認
で
き
る
。
細

男
や
十
列
な
ど
が
出
て
い
た
と
い
う
記
録
も
見
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
祭
り
の
よ
う

す
を
伺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
の
後
、
紫
野
御
霊
会
は
お
よ
そ
三
百
年
間
、
消
息
不
明
に
な
る
。
そ
の
間
も
都

を
疫
病
や
天
災
が
襲
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
朝
廷
は
さ
か
ん
に
二
十
二

社
奉
幣
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
紫
野
御
霊
会
の
代
わ
り
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
記
録
に
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
り
、
実
際
は
続
け
ら
れ
て

い
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
期
間
の
紫
野
御
霊
会
に
つ
い
て
の
記

事
は
二
件
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
件
、『
皇
帝
紀
抄
』
の
建
暦

元
年
（
一
二
一
一
年
）
五
月
九
日
条
に
、
五
月
十
六
日
に
今
宮
祭
の
後
宴
と
し
て
競

馬
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る⑫
。
こ
の
年
に
祭
り
が
行
わ
れ
た
記
録
は
な
い
が
、

祭
り
に
伴
う
後
宴
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
実
際
は
祭
も
行
わ
れ
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。
も
う
一
件
は
『
百
錬
抄
』
正
元
元
年
（
一
二
五
九
年
）
五
月
九
日
条

で
、
院
丁
よ
り
馬
長
の
献
上
が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る⑬
。
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一
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文
献
上
に
再
び
紫
野
御
霊
会
が
登
場
す
る
の
は
、
十
四
世
紀
中
盤
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
「
北
朝
今
宮
祭
」
も
し
く
は
「
今
宮
祭
」
と
呼
び
名
も
変

わ
っ
て
い
る
。『
師
守
記
』
の
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
年
）
五
月
九
日
条
を
最
初
に
、

ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
今
宮
祭
の
記
事
が
見
ら
れ
、
祭
り
が
恒
例
化
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
を
手
が
か
り
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
当
時
の
祭
の
よ
う

す
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
月
七
日
が
御
輿
迎
え
、
九
日
が
今
宮
祭
と
い
う

祭
り
が
神
幸
祭
・
還
幸
祭
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
奉
幣
と
と
も
に
、
南
北
山

科
か
ら
一
疋
ず
つ
献
馬
が
あ
っ
た
こ
と
、
以
前
は
十
列
が
あ
っ
た
が
何
ら
か
の
事
情

で
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
二
）
応
仁
の
乱
と
織
豊
政
権
（
十
五
世
紀
〜
十
六
世
紀
）

　
十
五
世
紀
に
入
る
と
、
今
宮
祭
に
つ
い
て
の
記
録
が
多
く
見
ら
れ
、
断
片
的
で
は

あ
る
が
祭
り
の
よ
う
す
が
伺
え
る
よ
う
に
な
る
。

　『
康
富
記
』
の
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
年
）
五
月
九
日
条
に
、

　
雨
降
、
今
日
紫
野
今
宮
祭
也
、
近
衛
西
洞
院
獄
門
内
構
御
旅
所
、
侍
所
所
司

代
、
又
所
司
代
長
松
奉
行
也
、
此
所
新
儀
也
、
先
々
神
行
之
時
、
獄
門
外
ニ
テ

糟
神
供
進
之
也
、
□
獄
門
辺
御
旅
所
之
由
、
申
也
欤
之
間
如
此
、
獄
門
内
構
之

条
、
更
無
先
規
、
随
而
大
判
事
章
忠
并
明
宣
等
相
付
（
尋
カ
）
之
処
、
獄
門
内

旅
所
事
亦
在
之
由
、
両
人
共
返
答
之
、
尤
彼
獄
内
者
、
囚
人
楼
舎
之
間
、
穢
所

争
可
構
之
哉
、
不
審
々
々
、
今
年
洛
中
地
口
ニ
テ
神
輿
造
替
也
、
勅
宣
歟
之
間
、

年
中
行
事
之
付
、

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
、
通
常
は
御
旅
所
が
近
衛
西
洞
院
に
あ
っ
た
獄

門
（
刑
務
所
）
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
こ
の
年
は
獄
門
内

に
御
旅
所
が
置
か
れ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。
現
在
の
御
旅
所
は
文
禄
二
年
（
一
五

九
三
年
）
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
移
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
洛
外
に
座
す
神
を
洛

中
へ
お
迎
え
す
る
と
い
う
洛
中
の
祭
り
の
パ
タ
ー
ン
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
は
こ

こ
が
御
旅
所
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　
ま
た
、
同
じ
く
『
康
富
記
』
応
永
廿
九
年
（
一
四
二
二
年
）
五
月
十
四
日
条
に

　
晴
、
今
宮
祭
礼
也
、
有
鉾
、
自
去
年
、
可
為
今
日
之
由
神
主
申
請
、
致
祭
礼

云
々
、
自
九
日
御
神
輿
旅
所
有
御
座
者
也

と
あ
り
、
こ
れ
が
今
宮
祭
に
お
け
る
鉾
の
史
料
上
の
初
見
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
先
の

明
徳
二
年
（
一
三
九
一
年
）
に
北
野
祭
の
神
幸
祭
に
鉾
が
勤
仕
さ
れ
た
こ
と
や⑭
、
御

霊
神
社
の
龍
鉾
が
永
享
三
年
（
一
四
三
一
年
）
の
由
緒
を
持
つ
こ
と
な
ど
も
考
え
合

わ
せ
れ
ば
、
現
在
の
剣
鉾
に
つ
な
が
る
鉾
が
祭
り
に
登
場
し
始
め
た
の
は
こ
の
時
期

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
祇
園
御
霊
会
な
ど
、
他
の
祭
り
の
風
流
に
関
す
る
記
録
も

多
く
、
こ
の
時
期
、
都
中
で
祭
り
が
盛
大
化
し
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
都
は
応
仁
の
乱
に
よ
る
戦
火
で
焼
野
原
と
な
っ
て
し
ま
う
。
特
に
現
在
、

鉾
町
が
集
中
し
て
い
る
西
陣
の
あ
た
り
は
山
名
宗
全
が
本
陣
を
置
い
た
こ
と
も
あ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
。
今
宮
神
社
も
戦
火
を
避
け
て
洛
中
に
仮
殿
を

置
い
て
い
た
が⑮
、
こ
れ
も
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
い
、
十
年
以
上
祭
り
が
行

わ
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

　
と
は
い
え
応
仁
の
乱
後
、『
神
馬
引
付
』
に
よ
れ
ば
足
利
義
尚
が
今
宮
祭
に
際
し
て

さ
か
ん
に
神
馬
献
上
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
今
宮
祭
へ
の
幕
府
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
、
祭
り
の
復
興
は
比
較
的
早
か
っ
た
と
い
え
る
。
住

民
も
戦
火
を
避
け
て
こ
の
地
を
離
れ
て
い
た
が
、
乱
後
は
ま
た
西
陣
に
戻
り
町
は
更

な
る
発
展
を
遂
げ
る
。
そ
の
後
、
今
宮
祭
は
通
常
通
り
行
わ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
何



一
一
四

ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
祭
日
が
延
期
に
な
っ
た
、
御
輿
を
担
ぐ
賀
輿
丁
が
喧
嘩
お
こ

し
た
な
ど
の
事
件
を
交
え
つ
つ
、
多
く
の
史
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
祭
り
の
具
体
的
な
よ
う
す
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
い
く
つ
か
記
録
上
に
見

え
る
地
名
か
ら
こ
の
頃
の
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
空
間
を
推
測
し
て
み
る
こ
と
は
で

き
る
（
図
1
）。
史
料
上
に
度
々
登
場
す
る
の
が
「
小
川
」
の
地
名
で
、こ
こ
で
起
こ

っ
た
喧
嘩
な
ど
の
事
件
に
つ
い
て
の
記
録
に
登
場
し
て
い
る⑯
。
小
川
通
に
は
上
京
の

町
堂
で
あ
る
革
堂
が
あ
り
、
上
京
の
町
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
。
現
在
も
還
幸
祭
の

巡
行
路
に
は
小
川
通
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
渡
御
列
が
小
川
通
を
南

下
し
、
近
衛
西
洞
院
獄
門
の
御
旅
所
に
行
っ
て
い
た
こ
と
の
名
残
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
ま
た
『
伯
家
部
類⑰
』
に
よ
れ
ば
春
日
猪
熊
四
町
（
現
在
の
丸
太
町
猪
熊
附
近
と
推

定
）
か
ら
今
宮
御
供

が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
祭

り
に
参
加
し
て
い
た
町
は
、
当
時
の
上
京
の
町
域
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
北
は
寺

之
内
通
、
南
は
丸
太
町
、
東
は
小
川
通
か
新
町
通
、
西
は
大
宮
通
ま
で
で
あ
っ
た
と

推
定
で
き
る
。
現
在
の
よ
う
に
西
陣
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
範
囲
な
祭
り
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
頃
の
祭
り
の
空
間
構
成
を
見
る
と
、
現
在
の
鉾
町
が
点
在
す

る
大
宮
通
周
辺
は
、
今
宮
神
社
か
ら
見
て
町
域
へ
の
入
口
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
こ
に
あ
る
町
々
に
は
神
を
町
域
へ
お
迎
え
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
た
と
言
え

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
の
祭
具
が
鉾
で
あ
っ
た
。
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

江
戸
時
代
の
史
料
に
見
ら
れ
た
扇
鉾
が
御
旅
所
の
入
口
で
神
輿
を
招
く
所
作
を
行
っ

た
と
い
う
こ
と
に
そ
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
応
仁
の
乱
以
降
、上
京
の
人
々
は
町
を
「
構
（
か
ま
え
）」
と
い
う
自
衛
の
た
め
の

巨
大
な
土
塁
と
堀
に
よ
っ
て
囲
っ
た
。
構
は
一
五
三
○
年
代
頃
か
ら
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
当
時
の
上
京
の
町
域
か
ら
す
る
と
近
衛
西
洞
院
に
あ
っ
た
御
旅
所
は
構

の
外
と
な
る
。
こ
の
構
の
登
場
以
降
、
近
衛
西
洞
院
に
あ
っ
た
御
旅
所
は
使
わ
れ
な

く
な
り
、
祭
り
に
参
加
す
る
町
の
範
囲
も
縮
小
し
た
と
考
え
る
。

　
今
宮
祭
に
関
す
る
次
の
災
難
は
織
田
信
長
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
元
亀
四
年

（
一
五
七
三
年
）
四
月
、
信
長
は
上
京
の
有
権
者
た
ち
に
、
将
軍
足
利
義
昭
の
た
め
の

新
た
な
邸
宅
造
営
の
費
用
を
負
担
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
上
京
衆
は
、
当
初
求
め

ら
れ
た
額
以
上
の
銀
を
差
し
出
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
信
長
の
怒
り
を
買
い
、
そ
の
結

※道路は現在のものを使用

今宮
神社

大徳寺

船岡山

京

　都

　御

　苑

御霊
神社

北
野
天
満
宮

金
閣
寺

浄福寺

七
本
松

六
軒
町

千
本
通

西
大
路
通

浄
福
寺

知
恵
光
院

黒
門

大
宮

堀
川
通

小
川
通

新
町
通

烏
丸
通

中立売

下立売

丸太町通

一条

今出川通

上立売通

寺ノ内通

五辻通

北大路通

紫明通

今宮通

鞍馬口

仁和寺街道仁和寺街道

中立売

下立売

下長者町

一条

春日猪熊
四町

春日猪熊
四町

小川小川

近衛西洞院獄門
御旅所

近衛西洞院獄門
御旅所

応仁の乱の際
の仮殿平野

神社

現在の鉾町

応仁の乱の際
の仮殿

当時の上京の町の範囲

売

一条

中立売中中立売立中中立売中中立中中立売中立売

条一条一条一条

川小小小小川川小小小川小川

応仁 乱 際応応 乱 際
仮仮のの 殿殿の仮殿

応仁の乱の際応応仁の乱の際応仁の乱の際
の仮殿の仮仮のの仮仮殿殿ののの仮殿の仮仮殿

図 1　15世紀～16世紀の今宮祭関連地



一
一
五

果
、
上
京
の
町
々
は
焼
き
払
わ
れ
た⑱
。
そ
の
後
、
祭
が
再
開
す
る
の
は
五
年
後
の
天

正
六
年
（
一
五
七
八
年
）
で
あ
る
。
祭
り
の
記
録
で
は
な
い
が
、
現
在
も
蓮
鉾
を
護

持
し
て
い
る
芝
大
宮
町
の
文
書
も
天
正
六
年
か
ら
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
、
町
も

復
興
し
始
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
兼
見
卿
記
』天
正
十
一
年
五
月
九
日
条
に

よ
る
と
「
今
日
今
宮
祭
也
、
小
川
東
成
氏
子
祭
禮
企
、
輿
二
千
餘
罷
出
、
近
代
之
奇

麗
之
由
申
訖
」
と
あ
り
、「
輿
二
千
餘
罷
出
」
の
真
偽
は
問
わ
れ
る
が
、
焼
き
討
ち
に

よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
乗
り
越
え
大
規
模
に
祭
り
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
今
宮
祭
が
よ
り
現
在
の
か
た
ち
に
近
づ
く
の
は
織
田
信
長
が
本
能
寺
で
討
た
れ
豊

臣
秀
吉
に
政
権
が
移
っ
た
時
で
あ
る
。
秀
吉
は
御
土
居
な
ど
、
京
の
町
が
大
き
く
変

わ
る
よ
う
な
土
木
事
業
を
多
数
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
寺
町
の
整
備
で
、
西

陣
の
町
に
も
寺
町
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
今
宮
神
社
の
御
旅
所
も
移
さ
れ
た
。
こ
れ
が

現
在
の
大
宮
通
に
あ
る
御
旅
所
で
あ
る
。
以
後
、
祭
り
の
中
心
が
大
宮
通
と
な
る
。

『
時
慶
卿
記
』
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、「
旅
所
已
下
初
テ
被
立
候
、御

幸
道
等
改
ト
云
々
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
御
旅
所
の
移
設
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
御
輿
巡
行
の
道
順
も
、
こ
の
御
旅
所
へ
行
く
こ
と
を
前
提
に
改
め
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
決
め
ら
れ
た
巡
行
路
が
、
江
戸
時
代
を
経
て
現
在
の
巡
行

路
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）　
江
戸
時
代
の
今
宮
祭
と
鉾
町
の
成
立
（
十
七
世
紀
〜
十
八
世
紀
）

　
豊
臣
秀
吉
は
御
旅
所
移
設
の
際
に
、
御
輿
を
一
基
造
営
し
て
奉
納
す
る
な
ど
、
今

宮
祭
に
対
し
て
資
金
援
助
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
吉
の
死
後
、
今
宮
祭
と
豊

臣
家
の
関
係
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
伺
え
な
い
が
、
今
宮
祭
は
特
に
途
絶
え
る
こ
と

な
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
慶
長
年
間
の
後
半
に
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が

還
幸
祭
の
日
が
五
月
九
日
か
ら
十
五
日
に
変
更
さ
れ
、
現
在
と
同
じ
に
な
っ
た⑲
。

　
鉾
に
つ
い
て
は
、
東
石
屋
町
（
葵
鉾
）
に
は
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
○
九
年
）
の

日
付
が
あ
る
古
記
録
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
留
守
鉾
を
収
納
す
る
箱
の
蓋
の
裏
面
に
貼

り
付
け
て
あ
っ
た
も
の
で
、『
神
事
預
り
物
覚
』
と
題
し
、
誰
が
鉾
の
ど
の
部
品
を
預

か
っ
て
保
管
し
て
い
る
か
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
す
で
に
現
在
と
同
じ

部
品
が
見
ら
れ
、
鉾
を
部
品
毎
に
分
け
て
保
管
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
ま
た
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
洛
陽
名
所
集
』
に
は

祭
礼
に
は
た
て
ほ
こ
十
二
本
も
た
せ
産
人
供
奉
し
け
る
事
な
り

と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。「
十
二
」と
い
う
数
か
ら
し
て
現
在
と
同
じ
町
か
ら
鉾
が

出
さ
れ
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
第
二
章
で
少
し
触
れ
た

鉾
町
と
行
事
町
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
坂
本
博
司
氏
の
研
究⑳
が
詳
し

い
の
で
以
下
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
く
。

　
今
宮
祭
の
執
行
に
つ
い
て
、
鉾
町
は
基
本
的
に
一
つ
の
町
で
一
つ
の
鉾
を
毎
年
勤

仕
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
行
事
町
は
三
〜
四
町
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
輪
番
で
祭
の
準
備
等
に
当
た
る
。
こ
の
制
度
が

整
え
ら
れ
た
の
が
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
西

陣
は
大
き
く
上
西
陣
組
と
下
西
陣
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
今
宮
神
社
の
氏

子
に
属
す
る
町
々
を
、
上
西
陣
組
で
は
十
五
番
組
、
下
西
陣
で
は
二
十
六
番
組
に
分

け
た
。
行
事
町
は
上
下
両
組
一
年
交
替
で
勤
め
、
上
の
十
五
番
組
、
下
の
二
十
六
番

が
一
巡
す
る
の
に
四
十
一
年
か
か
る
、
つ
ま
り
、
行
事
町
は
四
十
一
年
に
一
度
回
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
番
組
に
は
鉾
町
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
こ

の
番
組
に
現
在
の
鉾
町
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
『
洛
陽
名
所
集
』
に
記
載
さ
れ
た
十
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二
の
鉾
は
現
在
と
同
じ
鉾
と
考
え
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
上
西
陣

組
に
つ
い
て
は
下
西
陣
組
と
同
じ
こ
と
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
史
料
が
な

い
の
で
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
年
）
に
制
度
が
改
正
さ
れ
た
時
の
記
録
が
手
が
か
り

と
な
る
。
結
論
を
い
う
と
現
在
の
十
二
の
鉾
町
は
こ
の
番
組
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
十
二
本
の
鉾
は
現
在
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い
と
え
る
。
今
宮
祭
の
鉾
町

は
『
洛
陽
名
所
集
』
の
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
年
）
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
豊
臣
秀
吉
の
時
代
か
ら
百
年
が
す
ぎ
た
元
禄
期
に
も
な
る
と
、
今
宮
祭
は
再
び
低

迷
を
迎
え
る
。
そ
れ
を
払
拭
し
た
の
が
将
軍
徳
川
綱
吉
の
生
母
で
あ
る
桂
昌
院
で
あ

っ
た
。
桂
昌
院
は
大
徳
寺
周
辺
の
出
身
で
あ
り
、
自
身
の
氏
神
が
廃
れ
て
い
く
の
を

見
過
ご
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）
に
今
宮
神
社
社
殿

の
再
建
を
行
っ
た㉑
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）
の
今
宮
祭
は

善
美
を
尽
く
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
桂
昌
院
か
ら
今
宮
神
社
に
対
し

て
か
な
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、氏
子
の
範
囲
が
明
確
に
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。『
京
都
御
役

所
向
大
概
覺
書
』
享
保
二
年
（
一
七
一
七
年
）
に
は
「
東
ハ
西
堀
川
限
、
西
ハ
七
本

松
通
限
、
南
ハ
二
条
御
城
番
北
之
方
御
役
屋
敷
迄
、
北
ハ
千
束
村
上
限
」
と
い
う
風

に
、
現
在
の
氏
子
区
域
と
さ
れ
て
い
る
範
囲
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　
以
上
、今
宮
祭
の
歴
史
を
見
て
き
た
が
、現
在
の
今
宮
祭
に
つ
な
が
る
素
地
は
、豊

臣
秀
吉
の
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
初
期
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
三
章
で
提
起
し
た
、
祭
り
に
お
い
て
優
位
性
を
持
つ
千
本

鉾
が
、
優
位
性
を
持
た
な
い
京
鉾
よ
り
も
祭
り
の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
場
所
に
存
在

す
る
と
い
う
矛
盾
は
こ
の
時
期
に
原
因
を
見
い
だ
せ
そ
う
で
あ
る
。
千
本
鉾
の
優
位

性
は
「
京
鉾
よ
り
も
古
い
」
と
い
う
こ
と
に
根
拠
を
置
い
て
い
る
。
現
在
の
今
宮
祭

の
運
営
組
織
は
「
町
組
」
と
の
関
係
が
深
い
。
こ
の
「
町
組
」
は
応
仁
の
乱
を
契
機

に
誕
生
し
織
豊
政
権
時
代
に
行
政
単
位
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
は
現
在
の
今
宮

祭
へ
と
つ
な
が
る
素
地
が
作
ら
れ
た
時
代
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
宮
祭
の

鉾
町
と
の
関
係
も
深
い
と
思
わ
れ
る
。
次
の
章
か
ら
は
こ
の
「
町
組
」
の
形
成
過
程

を
調
べ
、
町
の
新
旧
や
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
行
く
。

五
、
上
京
の
町
組
と
鉾
町
の
形
成
過
程

　
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
京
都
の
都
市
社
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構

造
の
成
り
立
ち
を
空
間
と
支
配
の
両
面
か
ら
分
析
し
た
仁
木
宏
氏
の
研
究
が
詳
し
い㉒
。

仁
木
氏
に
よ
れ
ば
、「
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
、
通
説
で
は
京
都
は
焼
け
野
原
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
。
乱
後
、
京
都
は
復
興
し
た
も
の
の
、
そ
の
都
市
域
は
極
端
に
せ
ま
く
な

り
、『
島
』
の
よ
う
な
上
京
・
下
京
が
旧
左
京
域
に
う
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
で
復
元
さ
れ

る
。」
と
あ
り
、私
た
ち
が
思
い
浮
か
べ
る
都
市
の
風
景
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
京
は
上
京
・
下
京
と
洛
外
の
寺
社
の
門
前
町
か

ら
な
る
複
合
都
市
で
あ
り
、
上
京
・
下
京
は
周
囲
に
「
惣
構
」
と
呼
ば
れ
る
土
塁
や

堀
が
巡
ら
さ
れ
、
二
者
間
は
室
町
通
だ
け
で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
上
京
・

下
京
の
惣
構
の
内
側
に
は
道
路
は
さ
ん
で
向
か
い
合
っ
た
家
同
志
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
個
別
町
が
存
在
し
、
個
別
町
も
ま
た
町
を
通
る
道
路
上
、
町
の
出
入
り
口
に
あ

た
る
位
置
に
「
構
（
か
ま
え
）」
と
呼
ば
れ
る
木
戸
や
柵
を
設
け
、道
路
を
封
鎖
す
る

こ
と
で
町
を
囲
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
町
の
な
か
に
町
が
存
在
す
る
と
い
う
、
複

雑
な
入
れ
子
構
造
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
応
仁
の
乱
後
、
頻
発
し
た
盗
賊
や
土
一
揆
に
対
す
る
住
民
の
共
同
防
衛
を

目
的
に
「
町
組
」
と
呼
ば
れ
る
個
別
町
の
連
合
体
が
生
ま
れ
る
。
戦
国
時
代
、
町
組

は
個
別
町
の
上
位
組
織
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
不
定
型
な
も
の
で
、
明
確
な
役
割

や
機
能
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
組
織
と
し
て
機
能
す

る
の
は
織
豊
政
権
の
世
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
上
京
の
町
組
の
具
体
的
な
構
成
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
最
古
の
史
料
は
元
亀
三
年

（
一
五
七
二
年
）『
上
下
京
御
膳
方
御
月
賄
米
寄
町
』
で
あ
る
。
織
田
信
長
に
よ
る
政

策
で
、
各
町
へ
の
貸
付
米
と
そ
の
利
息
徴
収
の
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
一
条
組

（
四
町
）、
立
売
組
（
十
四
町
）、
中
筋
組
（
十
二
町
）、
小
川
組
（
十
町
）、
川
ヨ
リ
西

組
（
二
十
一
町
）
の
五
町
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
川
ヨ
リ
西
組
（
二
十

一
町
）」
が
後
に
「
西
陣
組
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
町
組
が
、
前
の
章
で

述
べ
た
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
鉾
町
や
行
事
町
と
な
る
町
組
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。「
川
ヨ
リ
西
組
（
二
十
一
町
）」
か
ら
「
上
下
西
陣
組
（
二
一
九
町
）」
へ

の
発
展
に
つ
い
て
、
杉
森
哲
也
氏
に
よ
る
研
究
が
優
れ
て
い
る㉓
。
こ
の
杉
森
氏
の
研

究
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
上
京
の
町
の
成
立
過
程
の
な
か
か
ら
今
宮
祭
の
鉾
町
を
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
鉾
町
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
杉
森
氏
は
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
年
）
の
『
上
下
京
御
膳
方
御
月
賄
米
寄
町
』、元

和
元
年
（
一
六
一
五
年
）「
新
町
御
地
子
御
赦
免
之
帳
」、寛
永
三
年
（
一
六
二
六
年
）

の
「
西
陣
四
千
貫
文
借
帳
」
な
ど
の
史
料
を
使
っ
て
西
陣
組
一
九
五
町
の
う
ち
、
西

陣
組
古
町
一
四
五
町
の
成
立
発
展
段
階
を
次
の
三
時
期
に
設
定
し
た
。
同
様
に
西
陣

組
新
町
五
十
町
に
つ
い
て
も
二
段
階
に
設
定
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
古
町
に
対
す

る
成
果
の
み
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
新
町
に
つ
い
て
の
詳
細
は
割
愛
す
る
。

　
① 

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
年
）
段
階
（
元
亀
年
間
以
前
に
成
立
）

　
② 

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
年
）
段
階
（
天
正
年
間
に
成
立
）

　
③ 

元
和
元
年
（
一
六
一
五
年
）
段
階
（
文
禄
・
慶
長
年
間
に
成
立
）

こ
の
表
を
今
宮
祭
の
鉾
町
に
適
用
し
て
み
る
と
、

　
① 

元
亀
三
年
段
階
…
東
千
本
町
（
扇
鉾
）、
西
千
本
町
（
菊
鉾
）、
五
桜
町
（
剣
鉾
）、

芝
大
宮
町
（
蓮
鉾
）、
東
石
屋
町
（
葵
鉾
）、
観
世
町
（
蝶
鉾
）

　
② 

天
正
十
九
年
段
階
…
②
歓
喜
寺
町
（
現
歓
喜
町
・
松
鉾
）、
作
庵
町
（
柏
鉾
）、
花

車
町
（
枇
杷
鉾
）、
大
下
之
町
（
現
牡
丹
鉾
町
・
牡
丹
鉾
）

　
③ 

元
和
元
年
段
階
…
西
五
辻
東
町
（
龍
鉾
）、
上
善
寺
町
（
沢
瀉
鉾
）

と
い
う
風
に
分
類
で
き
た
。
さ
ら
に
現
在
の
鉾
町
の
分
布
図
に
①
元
亀
三
年
段
階
に

あ
る
町
組
の
エ
リ
ア
を
重
ね
て
み
る
と
（
図
2
）
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
と

祭
り
の
中
心
と
い
え
る
大
宮
通
に
近
い
エ
リ
ア
に
最
古
の
町
組
が
集
中
す
る
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
京
鉾
四
町
と
重
複
す
る
。
つ
ま
り
、
今
宮
祭
に

お
い
て
は
格
が
低
い
と
さ
れ
る
京
鉾
を
勤
仕
す
る
町
の
方
が
早
く
に
発
展
し
、
千
本

通
に
面
し
た
町
の
方
が
後
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
い
え
る
。
こ
う
な
る
と
最
初
の
方
で

述
べ
た
疑
問
点
の
う
ち
の
一
つ
、「
千
本
鉾
は
由
緒
の
古
さ
を
理
由
に
京
鉾
に
対
し
て

優
位
性
を
持
っ
て
い
た
」
と
い
う
の
は
成
立
し
な
く
な
る
。
町
と
し
て
の
成
立
は
早

く
て
も
鉾
の
勤
仕
は
後
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
い
え
な

く
は
な
い
が
、
繰
り
返
し
言
う
よ
う
に
、
祭
り
は
中
心
は
大
宮
通
で
あ
る
。
そ
こ
に

位
置
す
る
町
々
が
主
体
と
な
っ
て
、
今
宮
神
社
か
ら
町
内
へ
御
輿
を
招
い
て
い
た
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
御
輿
を
招
く
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
鉾
を
勤
仕
し
な
い

は
ず
は
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
千
本
鉾
と
京
鉾
の
格
の
違
い
は
町
の
新
旧
で

は
な
く
、
別
の
事
情
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
多
健
一
氏
が
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図 2　今宮祭における鉾町の分布と町組位置
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織
田
信
長
に
よ
る
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
年
）
の
上
京
焼
き
討
ち
を
根
拠
に
説
明
し

て
い
る㉔
。

　
本
多
氏
は
同
時
代
の
文
献
史
料
か
ら
焼
き
討
ち
に
よ
っ
て
罹
災
し
た
範
囲
を
推
定

し
、
そ
れ
を
鉾
町
の
分
布
に
重
ね
る
作
業
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
京
鉾
四
町

は
罹
災
し
て
し
ま
っ
た
が
千
本
鉾
八
町
は
焼
失
を
免
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
多
氏
に
よ
れ
ば
「
焼
討
か
ら
の
復
興
に
手
間
取
っ
て
剣
鉾
を
新
調
す
る
余
裕
が
な

く
、
結
果
的
に
千
本
鉾
の
台
頭
を
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
見
る
よ
り
ほ
か
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
17
世
紀
の
江
戸
期
に
入
り
、
復
興
を
遂
げ
た
大
宮
地
区
の

町
は
京
鉾
を
新
調
し
て
千
本
鉾
に
対
抗
し
た
が
、
い
っ
た
ん
確
立
し
た
格
式
の
優
位

は
容
易
に
覆
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
幾
度
か
の
争
論
を
経
つ
つ
、
そ
の
ま
ま
後
世
に

至
っ
た
と
推
定
し
う
る
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
非
常
に
説
得
力
の
あ
る
説
で
あ
る
が
、い
く
つ
か
疑
問
点
が
残
る
。「
焼
討
か
ら
の

復
興
に
手
間
取
っ
て
剣
鉾
を
新
調
す
る
余
裕
が
な
く
」
と
あ
る
が
、
芝
大
宮
町
（
蓮

鉾
）
に
伝
わ
る
町
の
出
納
の
記
録
を
見
る
と㉕
、
焼
き
討
ち
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
を
経
な

い
天
正
年
間
に
す
で
に
宴
会
や
物
見
遊
山
の
支
出
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
決
し
て

余
裕
が
な
い
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
兼
見
卿
記
』天
正
十
一
年
五
月
月

九
日
条
に
は
「
今
日
今
宮
祭
也
、
小
川
東
成
氏
子
祭
禮
企
、
輿
二
千
餘
罷
出
、
近
代

之
奇
麗
之
由
申
訖
」
と
あ
り
、
意
外
と
復
興
は
早
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
千
本
鉾
の
台
頭
と
い
う
が
、
千
本
鉾
の
う
ち
鉾
の
格
を
強
く
主
張
す
る
の

は
東
千
本
町
（
扇
鉾
）
だ
け
で
あ
り
、
他
の
七
町
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
感
が
強
い
。

現
在
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
千
本
鉾
、
京
鉾
つ
い
て
の
伝
承
を
ま
っ
た
く
聞

く
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
に
お
い
て
も
十
二
鉾
の
間
に
格
差
は
さ
ほ

ど
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
千

本
鉾
の
京
鉾
に
対
す
る
優
位
性
は
町
の
新
旧
で
は
な
く
、
千
本
鉾
の
筆
頭
を
名
乗
る

東
千
本
町
が
京
鉾
四
町
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
事
情
、
た
と
え
ば
商
売
の
関
わ
り
で

対
抗
す
る
た
め
に
格
上
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

六
、
む
す
び

　
最
後
に
今
宮
祭
の
鉾
町
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

　
今
宮
祭
に
お
け
る
鉾
の
文
献
上
の
初
見
は
応
永
廿
九
年
（
一
四
二
二
年
）
で
あ
る
。

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
現
在
の
十
二
本
の
鉾
に
定
ま
っ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、今
宮
祭
の
十
二
の
鉾
町
は
、遅
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
の
明
暦
四
年
（
一

六
五
八
年
）
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
。
こ
の
鉾
町
の
形
成
過
程
は
、
応
仁
の
乱
後
か

ら
十
六
世
紀
の
織
豊
政
権
時
代
の
間
に
成
立
し
た
上
京
を
構
成
す
る
重
要
な
単
位
で

あ
る
「
町
組
」
と
の
関
わ
り
が
深
い
。

　
江
戸
時
代
、
鉾
町
が
あ
る
西
陣
の
町
は
「
西
陣
組
」
と
い
う
町
組
で
統
制
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
に
所
属
す
る
町
の
成
立
時
期
は
杉
森
哲
也
氏
の
研
究
に
よ
り
、
①
元
亀

三
年
段
階
、
②
天
正
十
九
年
段
階
、
③
元
和
元
年
段
階
の
三
期
に
分
け
ら
れ
、
こ
の

成
果
を
鉾
町
に
適
用
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
① 

東
千
本
町
（
扇
鉾
）、
西
千
本
町
（
菊
鉾
）、
五
桜
町
（
剣
鉾
）、
芝
大
宮
町
（
蓮

鉾
）、
東
石
屋
町
（
葵
鉾
）、
観
世
町
（
蝶
鉾
）

　
② 
歓
喜
寺
町
（
現
・
歓
喜
町
・
松
鉾
）、
作
庵
町
（
柏
鉾
）、
花
車
町
（
枇
杷
鉾
）、

大
下
之
町
（
現
・
牡
丹
鉾
町
・
牡
丹
鉾
）

　
③
西
五
辻
東
町
（
龍
鉾
）、
上
善
寺
町
（
沢
瀉
鉾
）

最
も
古
く
町
と
し
て
成
立
し
、
祭
り
に
鉾
を
勤
仕
し
た
の
は
京
鉾
四
町
と
千
本
鉾
八
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町
の
う
ち
東
千
本
町
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
東
千
本
町
か
ら
西
千
本

町
が
独
立
し
た
。
次
に
歓
喜
寺
町
、
作
庵
町
、
花
車
町
、
大
下
之
町
が
加
わ
り
、
東

千
本
町
と
与
し
て
千
本
鉾
に
属
す
る
よ
う
に
な
る
。
最
後
に
千
本
鉾
の
残
り
二
町
で

あ
る
西
五
辻
東
町
、
上
善
寺
町
が
加
わ
り
十
二
町
が
揃
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
千
本
鉾

と
京
鉾
の
格
の
違
い
を
町
の
新
旧
に
求
め
る
こ
と
が
成
立
し
な
く
な
る
。
近
世
以
降
、

祭
り
の
中
心
地
は
大
宮
通
で
、
こ
れ
に
元
々
か
ら
参
加
し
て
い
た
の
は
東
千
本
町
と

京
鉾
四
町
で
あ
り
、
他
の
鉾
町
は
後
発
で
祭
り
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ

東
千
本
町
以
外
の
千
本
鉾
よ
り
古
い
は
ず
の
京
鉾
が
「
新
興
」「
格
下
」
と
さ
れ
た
の

か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
鉾
町
の
形
成
過
程
を
辿
る
中
で
、
今
宮
祭
が
行
わ
れ
る
空
間
の
変
遷
に
つ
い
て
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。
十
五
世
紀
以
前
の
今
宮
祭
で
は
上
京
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
小

川
地
区
と
近
衛
西
洞
院
に
設
け
ら
れ
た
御
旅
所
を
結
ぶ
小
川
通
を
中
心
に
祭
り
が
展

開
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
範
囲
は
西
陣
に
限
ら
ず
、
上
京
の
町
域
の
ほ
と
ん
ど
を
含
む

広
範
囲
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
町
域
の
最
北
で
、
今
宮
神
社
か
ら
見
た
際

に
町
域
へ
の
入
口
と
な
る
場
所
に
あ
っ
た
大
宮
通
の
町
々
は
、
神
を
お
招
き
す
る
役

割
を
持
っ
て
鉾
を
勤
仕
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
応
仁
の
乱
以
降
、
上
京
の
町
が

「
構
」
に
よ
っ
て
外
部
と
遮
断
さ
れ
町
域
が
狭
く
な
る
と
近
衛
西
洞
院
の
御
旅
所
は

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
狭
く
な
っ
た
町
域
の
な
か
で
御
旅
所
が
設
け
ら
れ
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
な
っ
て
、
現
在
の
場
所
へ
の

御
旅
所
の
設
置
と
と
も
に
、
大
宮
通
を
中
心
と
す
る
祭
り
の
空
間
構
成
へ
と
改
編
さ

れ
た
。
そ
の
時
の
巡
行
路
な
ど
が
現
在
の
今
宮
祭
の
素
地
と
な
っ
て
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

註①
　
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
筆
者
に
よ
る
調
査
結
果
を
基
に
記
述
（
本
調
査

は
「
京
都
の
民
俗
文
化
総
合
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
実
施
）。

②
　
い
つ
、
現
在
の
よ
う
な
渡
御
列
の
構
成
に
な
っ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
昭
和
十

六
年
（
一
九
四
一
年
）
の
今
宮
祭
列
書
（
今
宮
神
社
発
行
）
に
は
十
二
の
鉾
の
名
前
が

見
ら
れ
る
が
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）
の
も
の
で
は
神
幸
祭
、
還
幸
祭
と
も

に
名
前
が
見
ら
れ
る
の
は
扇
鉾
、
菊
鉾
、
松
鉾
の
三
本
で
、
神
幸
祭
の
み
見
ら
れ
る
の

が
牡
丹
鉾
と
柏
鉾
、
還
幸
祭
の
み
見
ら
れ
る
の
は
葵
鉾
、
剣
鉾
、
枇
杷
鉾
、
龍
鉾
で
あ

り
、
蓮
鉾
、
蝶
鉾
、
沢
瀉
鉾
に
つ
い
て
は
既
に
祭
り
に
出
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

蝶
鉾
を
護
持
す
る
観
世
町
に
つ
い
て
は
町
内
の
古
老
に
聞
き
取
り
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
戦
後
、
二
、
三
回
は
祭
り
に
勤
仕
し
た
記
憶
は
あ
る
、
町
内
の

人
手
不
足
で
昭
和
三
十
年
代
を
最
後
に
渡
御
に
加
わ
る
こ
と
は
止
め
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

③
　
渡
御
列
の
順
番
・
神
幸
祭
（
平
成
二
十
三
年
度
）

　
　
車
太
鼓
、
社
名
旗
、
先
駆
神
職
、
高
張
提
灯
、
剣
鉾
、
子
供
鉾
、
八
乙
女
旗
、
八
乙

女
、
花
車
、
子
供
御
輿
、
獅
子
、
真
榊
、
伶
人
、
幸
鉾
、
御
楯
、
御
矢
、
御
弓
、
御
剣
、

御
幣
、
西
社
町
（
童
子
）、
御
車
、
高
張
提
灯
、
先
御
輿
（
鷹
）、
高
張
提
灯
、
中
御
輿

（
ア
グ
イ
）、
高
張
提
灯
、
大
宮
御
輿
、
宮
司
、
高
張
提
灯
、
役
員
。

　
　
な
お
、
還
幸
祭
も
同
じ
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

④
　
今
宮
神
社
御
旅
所

　
京
都
市
北
区
雲
林
院
町
（
大
宮
通
鞍
馬
口
上
ル
）。

⑤
　
東
石
屋
町
（
葵
鉾
）　
元
は
東
石
屋
町
が
護
持
し
て
い
た
が
、昭
和
三
十
年
代
に
は
諸

事
情
に
よ
り
町
と
し
て
祭
り
に
勤
仕
す
る
こ
と
を
辞
め
た
。
そ
の
後
、
有
志
三
名
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
か
ら
は
同
志
社
大
学
が
参
画

し
、
現
在
は
同
大
の
教
員
と
学
生
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
坂
本
博
司
「
今
宮
祭
と
西
陣
」（『
芸
能
史
研
究
』
七
十
一
、
一
九
八
〇
年
）
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⑦
　『
神
事
記
録
帳
』
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
年
）
〜
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）

（
東
千
本
町
文
書
）。

⑧
　
村
山
弘
太
郎
「
近
世
の
今
宮
祭
と
巡
幸
路
」（『
京
都
民
俗
』
二
十
三
、二
○
○
六
年
）

⑨
　『
今
宮
神
社
由
緒
略
記
』
今
宮
神
社
社
務
所
、
一
九
八
二
年

⑩
　『
日
本
紀
略
』
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
年
）
四
月
七
日
条

　
他

　
國
史
大
系
10
／
國
史

大
系
刊
行
會
、
一
九
二
九
年

⑪
　「
今
宮
祭
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
『
日
本
紀
略
』
の
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
年
）

五
月
九
日
条
「
世
號
之
今
宮
祭
」
と
い
う
記
事
が
初
見
で
あ
る
が
。『
日
本
紀
略
』
の
な

か
で
は
一
貫
し
て
「
紫
野
御
霊
会
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
紀
略
』
の
紫
野
御
霊

会
に
関
す
る
最
後
の
記
事
で
あ
る
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
年
）
か
ら
『
皇
帝
紀
抄
』
建

暦
元
年
（
一
二
一
一
年
）
の
間
に
「
紫
野
今
宮
祭
」
が
一
般
的
な
呼
称
と
な
っ
た
。

⑫
　『
皇
帝
紀
抄
』
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
年
）
五
月
九
日
条

　
　
五
月
十
六
日
、
瀧
口
等
於
右
近
馬
場
競
馬
、
是
紫
野
今
宮
祭
後
宴
、
去
十
日
延
引
之

故
也
、

⑬
　『
百
錬
抄
』
正
元
元
年
（
一
二
五
九
年
）
五
月
九
日
条

　
　
九
日
壬
子
紫
野
今
宮
祭
也
、
自
院
廳
被
騎
献
馬
長
、
此
事
中
絶
年
、
尚
今
年
被
奥
行

依
疫
疾
御
祈
也

⑭
　『
北
野
天
満
宮
史
料
』
明
徳
二
年
（
一
三
九
三
年
）

　
　
一
、
其
後
一
御
鉾
参
之
後
神
輿
神
幸
、
保
々
御
鉾
如
先
々
参

⑮
　『
長
興
宿
禰
記
』
文
明
七
年
（
一
四
七
五
年
）
二
月
廿
日
条
に
よ
る
と
、今
宮
社
の
仮

殿
は
、
北
野
天
満
宮
の
仮
殿
と
と
も
に
現
在
の
同
志
社
大
学
新
町
校
舎
の
北
あ
た
り
に

置
か
れ
て
い
た
。

⑯
　『
実
隆
公
記
』
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
年
）
五
月
九
日
条

⑰
　『
伯
家
部
類
』
天
文
八
年
（
一
五
三
九
年
）

⑱
　『
史
料 

京
都
の
歴
史
』
第
四
巻 

市
街
・
生
業
、
七
巻 

上
京
区
（
一
九
八
〇
年
）

⑲
　『
土
御
門
泰
重
卿
記
』
元
和
元
年
（
一
六
一
五
年
）
五
月
十
五
日
条

⑳
　
前
掲
⑥

㉑
　『
基

記
』
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）
十
一
月
九
日
条

㉒
　
仁
木
宏
『
京
都
の
都
市
共
同
体
と
権
力
』（
二
〇
一
〇
年
）

㉓
　
杉
森
哲
也
『
近
世
京
都
の
都
市
と
社
会
』「
第
三
章

　
町
組
の
発
展
過
程
―
上
京
・

西
陣
組
を
事
例
と
し
て
―
」（
二
○
○
八
年
）

　
　
杉
森
氏
は
、
上
京
・
西
陣
組
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
上
古
京

拾
弐
組

枝
町

新
ン
町
軒
約
分
割
」（
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
年
）
同
右
）
を
用
い
て
、

古
町
・
新
町
を
選
別
し
、
西
陣
組
で
古
町
、
新
町
そ
れ
ぞ
れ
に
所
属
す
る
個
別
町
を
リ

ス
ト
化
す
る
こ
と
で
。
文
政
年
間
に
お
け
る
西
陣
組
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
。
次

に
そ
れ
を
基
に
、
古
町
に
対
し
て
は
、
Ａ
『
上
下
京
御
膳
方
御
月
賄
米
寄
町
』（
元
亀
三

年
（
一
五
七
二
年
）『
立
入
宗
継
文
書
』）
に
確
認
で
き
る
二
十
四
町
名
、
Ｂ
「
西
陣
四

千
貫
文
借
帳
」（
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
年
）『
古
久
保
家
文
書
』）
に
確
認
で
き
る
三
十

三
町
名
、
Ｃ
「
新
町
御
地
子
御
赦
免
之
帳
」（
元
和
元
年
（
一
六
一
五
年
）『
古
久
保
家

文
書
』）
に
確
認
で
き
る
七
十
五
町
名
を
文
政
年
間
の
リ
ス
ト
の
上
で
確
認
し
て
い
き
、

各
史
料
で
確
認
で
き
た
町
名
同
志
の
重
複
の
有
無
が
一
目
で
わ
か
る
一
覧
に
ま
と
め
た
。

㉔
　
本
多
健
一 

「
中
世
後
期
の
京
都
今
宮
祭
と
上
京
氏
子
区
域
の
変
遷
―
そ
こ
に
顕
現

す
る
空
間
構
造
に
着
目
し
て
」（『
歴
史
地
理
学
』 

五
十
一
（
四
）
二
○
○
九
年
）

㉕
　「『
芝
大
宮
町
文
書
』
天
正
六
年
（
一
五
七
八
年
）
〜
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
年
）
の

町
内
の
出
納
の
記
録
で
あ
る
。
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茂
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と
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史
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○
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○
○
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○
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中
世
京
都
の
祭
礼
に
お
け
る
鉾
と
そ
の
変
容
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比
較
祭
礼
分
化
史
の
た
め
の
基
礎
的

考
察
―

　
本
多
健
一 （『『
芸
能
史
研
究
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一
八
九

　
二
○
一
〇
年
）


